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第１章 趣旨と位置づけ 

 

１ 計画の趣旨 

 

糸魚川市ưƸŴ࠯঺ 29 ࠰ 3 月ƴ公共交通ƴ関Ƣǔ方針ƱƠƯ初ǊƯž糸

魚川市地域公共交通網形঺計画ᲢˌɦŴž網計画ſƱいうŵᲣſǛ策定ƠŴ続い

Ư࠯঺ ３月ƴ路線バǹƷ具体的Ƴ見直ƠᲢ再編ᲣǛ記載Ơƨž糸魚川市࠰30

地域公共交通再編実施計画ᲢˌɦŴž再編実施計画ſƱいうŵᲣſǛ策定ƠまƠ

ƨŵこƷ 2 ƭƷ計画ƴ基ƮƖŴ公共交通網Ʒ維持改善ƴ現在まư取Ǔ組ǜư

ƖƯƓǓまƢŵ 

 

計画策定Ɣǒ数࠰ƕ経過ƠŴ঻々Ǜ取Ǔ巻く社会Ƹ様々Ƴ動ƖƕあǓまƠƨŵ

特ƴŴˋ和元࠰こǖƔǒ数࠰ƴわƨǓ新型コロȊウイルǹƕ流行ƠƨこƱư

WEB会議ƕ普及ƠŴ移動需要ƴ変化ƕ生ơまƠƨŵまƨŴ燃料や人件費ƳƲ

あǒゆǔ物やサービǹƷ価格高騰や運転手不足ƴǑǔ路線Ʒ廃止や減便ǋこ

こ数࠰ư大ƖƳ社会問題ƱƳƬƯƖƯƓǓまƢŵ 

 

公共交通ƸŴ自由ƴƩǕưǋƓưƔけưƖǔ環境Ǜ作ǓŴ市民生活Ǜ支えǔ

重要ƳインフラƷ一ƭưあǓまƢŵƠƔƠƳƕǒŴ多くƷ方ƕ日常的ƴマイカ

ーǛ運転Ơ移動ƢǔこƱưŴ公共交通Ʒ利用者Ƹ減少Ǜ続けƯƓǓまƢŵ 

いƔƴƠƯŴ公共交通ƴ求ǊǒǕƯいǔȋーǺƴ対応ƠŴそǕƴ合うサービ

ǹǛ提供ưƖǔƔƕ必要ƴƳƬƯƓǓまƢŵ 

 

ˌɥƷこƱƔǒŴ市民生活Ǜ中心ƴ必要ƱさǕǔ公共交通ǛŴ利用者ƕ求Ǌ

ƯいǔǋƷƴ近Ʈく形ư将来ǋ維持ưƖǔǋƷƱƳǔǑうŴ関係者ƕそǖう糸

魚川市地域公共交通協議会ƴƓいƯ協議ƠŴ本計画ư方向性Ǜ定ǊŴ実行ƠƯ

まいǓまƢŵ 
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地域公共交通計画 地域公共交通網形成計画 

⌱現在⌲ ⌱令和７年度から⌲ 
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㕲 計画区域 

 

本計画Ʒ計画区域ƸŴ糸魚川市全域ƱƠ糸魚川市内を運行Ƣる移動手段全般

を対象ƱƠまƢŵ 

ƨƩƠŴ市民Ʒ移動実態等を考慮ƠŴ市域外へƷ移動ư他自治体ƱƷ協力ƕ

必要Ƴ場合ƸŴ連携ƠƯ事業を推進ƠまƢŵ 

 

 

 

㕳 計画の位置づけと計画期間 

 

本計画Ʒ計画期間ƸŴ令和７年度Ტ2025年度ᲣƔら令和 16年度Ტ2034

年度ᲣまưƷ 10年間ƱƠまƢŵ 

ƨƩƠŴ計画期間中ƴ大ƖƳ変更や追記ƕ必要Ƴ事項ƕ生ơƨ際ƴƸŴ内容

Ʒ追加や修正を行いまƢŵ 

 

 

年度 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 

マスター 

プラン 

 

 

 

            

アクション 

プラン 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 趣旨と位置づけ 

地域公共交通 

網形成計画 

地域公共交通 

再編実施計画 

地域公共交通計画 

アクションプラン 

次期計画 令和７年度～令和16年度 

地域公共交通計画 

マスタープラン 
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4 上位・関連計画との位置づけ 

 

本計画Ʊ当市最上位計画ž糸魚川市総合計画ſ及び各種計画ƱƷ関連ƸŴ次

ƷƱƓǓưすŵ 

 

ヷž糸魚川市総合計画ſを最上位計画ƱしŴ総合計画ƕ目指す都市像Ʒ実現ƴ

向けƯ本計画を含Ǌ各種計画を策定しƯいますŵ 

ヷ本計画ƴƭいƯƸŴ立地適正化計画Ʊ連携しŴまちƮくǓƷ視点Ɣǒǋ公共

交通ƴƭいƯ検討しƯまいǓますŵ 

ヷ本計画ƸŴ国Ʒ定Ǌǔž地域公共交通Ʒ活性化及び再生ƴ関すǔ法律ſƴ基

ƮƖ策定いたしますŵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通計画 

 

立地適正化 

計画 

ヷ地域ƮくǓ 

ヷ観光  

ヷ教育  

ヷ福祉  

ヷ健康  

ƳƲ 

国Ʒ関連法 

地域公共交通Ʒ活性化及び 

再生ƴ関すǔ法律Ტ地域交通法Უ 

まちƮくǓƷ両輪 

各種計画 

第１章 趣旨と位置づけ 

連携 関連 

根拠法令 

アクション

プラン 

具体化 

糸魚川市総合計画 

最上位計画 

ᲢマスタヸプランᲣ 
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第２章 地域公共交通の現状 

 

１ 糸魚川市における公共交通の現状 

 

当市における公共交通の現状について、主な内容は次のとおりです。 

 

（１）糸魚川市の公共交通網 

・市内全域に鉄道や路線バス、コミュニティバスなどの公共交通網が張り巡ら

されております。 

・交通手段が複数あることで、利用者は目的や用途に応じた使い分けができ、

一定の利便性が確保されています。 

 

 

≪糸魚川市全域 と 公共交通網≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 地域公共交通の現状 

糸魚川駅 

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ 

青海２路線 

乗合タクシー 

早川 5 路線 

乗合タクシー 

小滝３路線 

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ 

能生３路線 

青海駅 

能生駅 

大糸線 

日本海ひすいライン 

北陸新幹線 

根知駅 

別所 

来海沢 

笹倉温泉 

西飛山 

富山県朝日町 

上越市 

長野県小谷村 

県内高速バス 

大沢 

仙納 
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交通モヸド 路線  主Ƴғ間 運行事業者 

鉄道  ҅陸新幹線 東京～敦賀 JR西日本 

  大糸線 糸魚川～南小谷 JR西日本 

  日本海ひƢいラǤン 直江津～市振 えちƝトキǊƖ鉄道 

県内高速バス  新潟‐糸魚川線 新潟～糸魚川 頸城自動車 

路線バス  労災線 能生～直江津 頸城自動車 

  市内路線 糸魚川市内 糸魚川バス 

  
あƞひまちバス 

市振線 
朝日ထ～市振 朝日ထ 

コミュニテǣ 

バス 
 能生Ჭ路線 

能生～ 

大洞Ŵ高倉Ŵ川詰 
ツカダ運輸 

  青海Წ路線 
青海～玉ノ木 

市振～ㄥ路 
ツカダ運輸 

乗合タクシヸ  小滝Ჭ路線 
小滝地ғ内Ŵ 

 岩地ғ内࠯
糸魚川タクシヸ 

  早川５路線 
ㄥ早川地ғ内Ŵ 

ㄦ早川地ғ内 
早川観光タクシヸ 

タクシヸ  - - Ჭ事業者 

福祉タクシヸ  - - 1事業者 

そƷ他  スクヸルバス 各学ғ内 Ტ市Ɣǒ委託Უ 

  Ҕ療受診者送迎 
歌外波Ŵ市振～ 

青海Ŵ朝日ထ 
Ტ市ƕ運行Უ 

第２章 地域公共交通の現状 
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ᲢᲬᲣ糸魚川市Ʒ人口Ʊ公共交通利用者数 

ȷ糸魚川市ƸŴ人口減少ƕ続いƯƓǓŴ高齢҄率ǋ増加ƠƯいまƢŵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ȷ人口減少ǋあǓŴ公共交通利用者Ƹ減少傾向ƱƳƬƯいまƢŵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 地域公共交通の現状 

推定 

路線バス 鉄道 

県内高速バス コミュニティバス・乗合タクシー 

400 

350 

300 

2000 

200 40 

年間輸送人員 [千人/年] 乗車人数 [人/日] 

年間輸送人員 [百人/年] 年間利用人数 [百人/年] 

175 

150 

20 

10 

30 

1000 

1500 

計画策定当時 

ӡH29Ӣ 
現在 

ӡR5Ӣ 

計画策定当時 

ӡH29Ӣ 
計画策定当時 

ӡH29Ӣ 

計画策定当時 

ӡH29Ӣ 

現在 

ӡR5Ӣ 現在 

ӡR5Ӣ 

現在 

ӡR5Ӣ 

15.0％減少 

17.2％減少 45.7％減少 

19.2％減少 

人 

࠙出展：糸魚川市総合計画ࠚ 

࠙出展：糸魚川市統計要覧ほかࠚ 

人口 
高齢化率 
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㕲 公共交通に対する市民認知 

 

市民Ʒ公共交通ƴ対ƠƯƷ認識ƸŴ糸魚川市総合計ဒ策定ƴ向けƯƷ市民Ǣ

ンケȸȈ結果Ტ令和Წ࠰ 10月実施ᲣƔǒŴž交通Ʒ便ƕ良いƱƸ思ƬƯいƳ

いſž現状Ʒ公共交通ƴ不満ſž公共交通Ƹ᣻要ſƱ考えƯいǔ人ƕ多くƳƬƯ

いまƢŵ 

 

糸魚川市ƴƭいƯƲƷǑうƴ感ơƯいまƢƔ？ 

Q道路や鉄道ƳƲ交通Ʒ便ƕǑい 

そう思う     ： 7.9％ 

少Ơそう思う   ：15.6％  

ƲちǒƱǋいえƳい：21.1％  

あまǓ思わƳい  ：27.5％  

そう思わƳい   ：26.6％  

未回答      ： 1.2％ 

 

 

鉄道やバスƳƲƷ利便性Ʒ向ɥ 

Q現状Ʒ満足度 

満足ƠƯいǔ  ： 3.0％  

やや満足ƠƯいǔ：16.8％  

やや不満ưあǔ ：33.0％  

不満ưあǔ   ：29.6％  

わƔǒƳい   ：14.1％  

未回答     ： 3.4％ 

 

 

鉄道やバスƳƲƷ利便性Ʒ向ɥ  

Q今後Ʒ᣻要度 

᣻要ưあǔ    ：45.3％  

あǔ程度᣻要ưあǔ：40.8％  

あまǓ᣻要ưƳい ： 5.0％  

᣻要ưƳい    ： 0.4％  

わƔǒƳい    ： 4.4％  

未回答      ： 4.0％ 

第２章 地域公共交通の現状 

࠙出展：糸魚川市総合計画アンケート結果  ࠚ
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３ 前計画ӡ網計画Ӣの取組みと評価 

 

ᲢᲫᲣ前計画Ტ網計画ᲣƴƭいƯ 

成࠯ 29 Ჭஉƴ策定Ơƨ糸魚川市地域公共交通網形成計画ƸŴˋ和࠰ 3 ࠰

3உƷ改訂Ǜ経ƯŴ̀ 和Ჱ࠰ᲭஉǛǋƬƯ計画期間ƕ終了ƱƳǓǇƢŵ糸魚川

市ƴƓいƯ公共交通Ʒ方針Ǜ定Ǌƨ初ǊƯƷ計画ưあǓŴ前計画Ǜ振Ǔ返Ǔ本

計画ƴӒ映ƠƯいƖǇƢŵ 

 

ᲢᲬᲣ前計画Ʒ概要 

前計画ƴƓいƯŴ目指Ƣ姿Ǜž市民Ŵ交通ʙ業者Ŵ市ƕ協働ƠƯŴ地域Ʒ実

情ƴ即Ơƨ持ዓӧ能Ƴ地域公共交通ſƱ設定ƠŴ将来ƴわƨƬƯ持ዓӧ能Ƴ公

共交通網Ǜ目指ƠŴ公共交通ƴ関Ƣǔ方針Ǜ記Ơƨ計画ƴƳǓǇƢŵ 

 

 

 前計画ƕ目指Ƣ姿 

 

 

 

 前計画Ʒ基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前計画Ʒ目標 

  Ĭ 地域公共交通Ʒ利便性維持ȷ向ɥ 

  ĭ 地域公共交通Ʒ利用̟進 

  Į 持ዓӧ能Ƴ地域公共交通Ʒ確保 

 

第２章 地域公共交通の現状 

市民Ŵ交通ʙ業者Ŵ市ƕ協働ƠŴ 

地域Ʒ実情ƴ即Ơƨ持ዓӧ能Ƴ地域公共交通 

◎総合計画ƴ掲ƛǔ目標ƱƢǂƖ都市像ž翠Ʒ交流都市 ƞわやƔ ƢƜやƔ 輝Ɩ

ƷǇƪſƷ実現Ǜ目指ƠŴ公共交通ƕ交流人口Ʒਘ大や地域活性҄Ǜ支えŴ̟進Ƣ

ǔ役割Ǜ担いǇƢŵ 

◎人口減少や少子高齢҄Ŵマイカȸ依存ƕ進ǉ中Ŵ自動車Ǜ運転ƠƳい子Ʋǋや高齢

者等ƴƱƬƯ公共交通ƸഎƔƤƳいǋƷưあǓŴ市民生活Ǜ支えǔ地域公共交通Ǜ

将来ƴわƨƬƯ確保維持ƠƯいƘƨǊƴŴ利便性ȷ効率性Ǜ備えŴ地域特性やȋȸ

Ǻƴ合Ƭƨ持ዓӧ能Ƴ公共交通ȍッȈワȸǯǛ再構築ƠǇƢŵ 

◎市民Ŵ交通ʙ業者Ŵ市ƸŴ情報や課᫆Ǜ共ஊƠƨɥư役割ǛЎ担ƠŴ主体的Ƴӕ組

や連携ȷ協働ƴǑǓŴ地域公共交通ȍッȈワȸǯƷ持ዓӧ能性Ǜ高ǊǔƨǊŴ利用

環境Ʒ整備や利用̟進Ǜ図ǓǇƢŵ 
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 公共交通ȍッȈワȸǯƷ将来イメȸǸ 

Ტ通学通勤利用時間帯Უ       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ტ生活利用時間帯Უ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第２章 地域公共交通の現状 
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ᲢᲭᲣ前計画ƴƓƚǔӕ組ǈ 

前計画ƴƓいƯƸŴ40Ʒ個別ㅙ業Ǜ記載ƠƯƓǓŴ各ㅙ業Ʒ進捗状況Ƹഏ

ƷƱƓǓưƢŵ 

 

No 個別ㅙ業 進捗状況 

1 立地適ദ҄ 計画Ʊ連携Ơƨ地域公共交通網Ʒ形成 実施中 

2 地域ƮƘǓプランƱ連携Ơƨ地域公共交通網Ʒ形成 実施中 

3 地域公共交通Ʒ確保ƴ要Ƣǔ運行費等Ʒ助成 実施中 

4 ҅陸新幹線糸魚川駅Ʒ利用̟進 実施中 

5 鉄ᢊƷ観ή利用̟進 実施中 

6 観ήバǹ等Ʒ利用̟進Ʊ新ƨƳ観ήバǹƷ整備 実施中 

7 新ƨƳ観ήタǯǷヸƷ整備Ʊ利用̟進 実施中 

8 鉄ᢊƱバǹネットワヸǯƷ適ЏƳ役割Ў担Ʊ接ዓ改善 実施中 

9 主Ƴ利用目的ƴ合わƤƨ通学通勤利用Ʊ生活利用ƴㅚЎ҄Ơƨ運行形態Ʒ構築 実施中 

10 ＪＲ大糸線Ʒㅚഏ交通Ʒ整備Ʊ利用̟進 実施中 

11 ＪＲ大糸線ƳǒưƸƷ新ƨƳ鉄ᢊƷ楽Ơǈ方や҅陸新幹線ƱƷ結節Ǜ生ƔƠƨ利用̟進 実施中 

12 えƪƝトキǊƖ鉄ᢊ日本海ƻƢいラインƷ新駅設置 実施中 

13 新駅周辺地区Ʊ連携Ơƨ新駅Ǜ生ƔƢ地域ƮƘǓƷ支援 検討段階 

14 新駅Ʒ利用Ǜ̟Ƣアǯǻǹ方法Ʒ検討Ŵ整備 実施中 

15 バǹネットワヸǯƷ乗換ਗ点Ʒ設定Ŵ整備 実施中 

16 バǹネットワヸǯƷ競合路線Ʒ見直ƠŴ集約 実施中 

17 利用状況ƴ合ƬƨバǹネットワヸǯƷ運行形態Ŵ運行頻度Ʒ見直Ơ 実施中 

18 利用状況調査Ʒ実施 実施中 

19 地域ϋ移動Ʒ利便性向ㄥ 実施中 

20 あƞƻǇƪバǹƱƷ連携強҄ 実施中 

21 公共的交通Ɣǒ地域公共交通利用ǁƷ転換 実施中 

22 学校統合ƴǑǔ通学方法Ʒ検討Ŵ確保 実施中 

23 ㅚ種免許等Ʒ資格ӕ得ƴ対Ƣǔ支援Ʒ検討 実施中 

24 地区や᳈᳊᳉ƴǑǔ公共交通ㅙ業ǁƷ支援 検討段階 

25 鉄ᢊƷ新潟方面ǁƷ利便性向ㄥƱ利用̟進 実施中 

26 鉄ᢊƷㄥ越地区ϋ及Ƽ富山県新川地区ǁƷ利便性向ㄥƱ利用̟進 実施中 

27 高ᡮバǹƷ利便性向ㄥƱ利用̟進 実施中 

28 駅舎等Ʒ利用環境改善ƴǉƚƨ検討 実施中 

29 待合施設等Ʒ利用環境Ʒ改善 実施中 

30 バǹヷタǯǷヸ車両Ʒバリアフリヸ҄  実施中 

31 乗ǓƨƘƳǔ車両Ʒラッピンǰ 実施中 

32 わƔǓやƢい乗換等Ʒ案ϋ 実施中 

33 定期的ưわƔǓやƢい情報提供 実施中 

34 市民等ƴ出向Ɩ寄Ǔ添う利用̟進活動 実施中 

35 バǹƷ乗Ǔ方や公共交通利用マナヸƷ学習機会Ʒ創出 実施中 

36 イベントƱ連携Ơƨ利用機会Ʒ創出 実施中 

37 商業施設等Ʊ連携Ơƨ利用̟進 実施中 

38 高齢者Ŵᨦ害者及Ƽݱ中学生Ʒ地域公共交通Ǜ活用Ơƨٳ出等支援 実施中 

39 高齢者Ʒ運転免許自主返納ƴ対Ƣǔ支援 実施中 

40 路線バǹ等運賃Ʒ検討Ტ乗ዒ運賃ŴわƔǓやƢい運賃体系Უ 検討段階 
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40Ʒ個別ʙ業Ʒ詳細Ʒ一部ƴƭいƯƸŴˌɦƷƱƓǓưƢŵ 

ʙ業Ძ 立地適ദ҄計画Ʊ連携Ơƨ地域公共交通網Ʒ形成 

ϋ容 〇都市機能誘ݰ区域や居˰誘ݰ区域ƴƓいƯƸŴ効率的ƴ複数Ʒ機

能Ǜ享ӖưƖǔǑう地域公共交通網Ǜ形成ƠǇƢŵ 

〇立地適ദ҄計画Ტˋ和 ࠰2 2உᲣƴ定ǊǒǕ推進ƞǕǔ機能的ȷ

効率的Ƴ生活圏Ʒ形成ƱƷ連携Ǜ図ǔƨǊŴ必要ƴ応ơƯ地域公

共交通網形成計画Ʒ見直ƠǛ行いǇƢŵ 

実績 ȷ࠯成 ࠰31 3உƴ立地適ദ҄計画Ǜ策定ƠŴ網計画Ʊ互いƴ連携

Ƣǔ形ƱƳǔǑう調整Ơ策定ƠǇƠƨŵ 

 

 

 

 

ʙ業Ჳ 主Ƴ利用目的ƴ合わƤƨ通学通勤利用Ʊ生活利用ƴʚЎ҄Ơƨ運

行形態Ʒ構築 

ϋ容 ○朝ٲƷ需要Ʒ多い通学通勤時間帯ƱŴ日中Ʒ通院や買い物等Ʒ需

要ƕ少Ƴい生活時間帯ƱƴЎƚƯŴƦǕƧǕƷ利用目的等ƴ合Ƭ

ƨ運行形態Ტ方法Უƴ変更ƠǇƢŵ 

 Ƃ通学通勤利用ƃ 

 ȷ東西方向Ʒ移動Ƹ鉄ᢊ利用Ǜ優έ的ƴ̟ƠŴ路線Ȑǹư補完ƠŴ

高校等Ʒ付近ǇưƭƳƗǇƢŵ 

 Ƃ生活利用ƃ 

 ȷᲭ地域ϋƦǕƧǕƷ移動Ǜ基本ƱƠƨコンȑǯȈƳ運行系統ƴ

再編ƠǇƢŵ 

 ȷ地域間移動ƸŴ乗換ਗ点ưƷ乗換ƴǑǓƭƳƗǇƢŵ 

実績 ȷ࠯成 31 ࠰ 4 உᲢ糸魚川ȷ能生地域ᲣŴˋ和 2 ࠰ 4 உᲢ青海地

域ᲣƷ路線ȐǹƷ再編ƴƓいƯŴ運行経路Ŵ運行頻度Ʒ見直ƠǛ

実施ƠǇƠƨŵ 

ʙ業 12 えƪƝȈキǊƖ鉄ᢊ日本海ƻƢいȩインƷ新駅設置 

ϋ容 ○えƪƝȈキǊƖ鉄ᢊ日本海ƻƢいȩインƴ新駅Ǜ設置ƠǇƢŵ 

○新駅設置ƸŴ押ɥ地区ưƢŵ 

○新駅ƴ付帯Ƣǔ便益施設Ʒ整備ǋ検討ƠǇƢŵ 

実績 ȷ押ɥ地区ƴƓいƯˋ和 3 ࠰ 3 உƴ開業ƠŴȐǹ停ǋ新設Ơ交通

利便性Ʒ向ɥǛ図ǓǇƠƨŵ 
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 台žユニバヸǵルデǶインſƱƸŴ健康Ƴ方ƸǋƪǖǜƷƜƱŴ高齢者や車いƢ使用者Ƴ

Ʋ誰ǋƕ利用ƠやƢい設計ƷƜƱ 

  

ㅙ業 17 利用状況ƴあƬƨバǹネットワヸǯƷ運行形態Ŵ運行頻度Ʒ見直Ơ 

ϋ容 ○利用状況ƴ合Ƭƨ運行形態ƴ見直ƠǇƢŵ 

○利用状況ƴ合Ƭƨ運行頻度ƴ見直ƠǇƢŵ 

〇見直ƠƷ基準Ǜ明ǒƔƴƠǇƢŵӓ支率や利用者数等ƴǑǓŴわ

ƔǓやƢい基準Ǜ設ƚƯŴ利用̟進や見直ƠƷ目安ƱƠǇƢŵ 

実績 ヷ࠯成 31 ࠰ 4 உᲢ糸魚川ヷ能生地域ᲣŴㆋ和 2 ࠰ 4 உᲢ青海地

域ᲣƷ路線バǹƷ再編ƴƓいƯŴ運行経路Ŵ運行頻度Ʒ見直ƠǛ

実施ƠǇƠƨŵ 

ㅙ業 30 バǹヷタǯǷヸ車両Ʒバリアフリヸ҄ 

ϋ容 ○路線バǹ車両Ʒㆯ床ݱ型҄Ǜ図ǔƨǊŴワンǹテップバǹǇƨƸ

ノンǹテップバǹǁƷ更新Ǜ̟進ƠǇƢŵ 

 ヷワンǹテップバǹ 現状Ჰ両 → 計画 11 両ㆌㄥ 

 ヷノンǹテップバǹ 現状Ჭ両 → 計画 Ჭ両ㆌㄥ 

○タǯǷヸ車両Ʒバリアフリヸ҄Ǜ図ǔƨǊŴ高齢者や妊産婦Ŵ子

供連ǕŴƦƠƯ車いƢƷ方Ტ車いƢƷǇǇ乗車ƢǔƜƱǛ想定Უ

ƳƲ誰ǋƕ利用ưƖǔユニバヸǵルデǶイン構ᡯǛǋƬƨ車両

Ʒݰ入Ǜ̟進ƠǇƢŵ 

 ヷ福祉タǯǷヸ 現状Ძ両 → 計画Ძ両ㆌㄥ 

 ヷユニバヸǵルデǶインタǯǷヸ 現状ᲪӨ → 計画Ძ両ㆌㄥ 

実績 ヷバǹヷタǯǷヸ車両Ʒバリアフリヸ҄Ƹ国補助金ǋあǔƜƱưŴ

計画Ǜㄥ回ǔ 29 ӨᲢバǹ 16 ӨŴタǯǷヸヷ福祉タǯǷヸ13

ӨᲣݰ入ƞǕƯいǇƢŵ 
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ᲢᲮᲣ数値ƴǑǔ前計画Ʒ評価 

前計画ƴƓいƯŴ全体Ʒᢋ成状況Ǜ評価ƢǔƨǊƴž成果指標ſǛŴ個別ʙ

業Ʒ進捗Ǜ確認ƢǔƨǊƴž活動指標ſǛ設定ƠƯいǔƜƱƔǒŴ成果指標及

Ƽ活動指標ƴǑǓ前計画Ʒ評価Ǜ行いǇƢŵ 

 

 

ģ成果指標Ĥ 

 台ž満足度ſƸŴᲯ段階ư評価Ơƨ数値 

 Ტ大いƴ満足ᲴᲯŴやや満足ᲴᲮŴ普通ᲴᲭŴやや不満ᲴᲬŴ大いƴ不満ᲴᲫᲣ 

 

 台ž地域公共カȐȸ率ſƸŴ࠯成 22 国勢調査結果Ǜ用いƨ人口メッǷȥƴŴ駅Ƹ࠰

1,000mŴȐǹ停Ƹ 300mǛ公共交通利用圏域Ʊ設定ƠŴƜƷ圏域ƕ市ϋ人口ǛƲƷ

程度カȐȸƠƯいǔƔǛ算出 

 

 台ž鉄ᢊ利用率ſƸŴ新幹線Ŵ在来線Ʒ࠰間乗車人員Ǜ市人口ư割Ƭƨ数値 

 

 

成果指標Ძ 地域公共交通ƴ̞ǔ満足度 

策定当時 目標値 現在 ᢋ成率 考察 

2.64 2.80 
2.29 
Ტ参考Უ 81％ 

ӕ組Ƹ進ǊƯいǔƕ数値

Ʒ改善ƕƠƯƓǒƣŴ市

民Ʒ認知ƴƭƳƕƬƯい

ƳいƱ考えǒǕǇƢŵ 
成࠯  度࠰28

アンǱȸȈ 
 ˋ和 度総合計画ア࠰3

ンǱȸȈƔǒ試算 

成果指標Წ 地域公共交通カȐȸ率 

策定当時 目標値 現在 ᢋ成率 考察 

92.6% 93.5% 93.0% 
99％ 

路線ȐǹƷ見直ƠƴǑǓ

運行経路ƕ変更ƞǕŴ数

値ƕ改善ƠƯいǇƢŵ 
Ტ࠯成27࠰度Უ  Ტ̀ 和5࠰度Უ 

成果指標Ჭ 鉄ᢊ利用率 

策定当時 目標値 現在 ᢋ成率 考察 

13.8 
回/࠰ȷ人 

14.2 
回/࠰ȷ人 

15.4 
回/࠰ȷ人 108％ 

えƪƝ押ɥƻƢい海岸駅

開業ƴǑǓ鉄ᢊ利便性ƕ

向ɥƠ数値ƕ改善ƠƯい

ǇƢŵ 
Ტ࠯成27࠰度Უ  Ტ̀ 和5࠰度Უ 
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 台ž路線Ȑǹ利用率ſƸŴ࠰間輸送人員Ǜ市人口ư割Ƭƨ数値 

 

  

 

ģ活動指標Ĥ 

指標 策定当時 現在 考察 

҅陸新幹線 

糸魚川駅乗降者数 

973 人/日 

Ტ࠯成  度Უ࠰27

899 人/日 

Ტˋ和  度Უ࠰5

新型コロȊƴǑǓ

大ƖƘ落ƪ込ǈŴ現

在回復段階ưƢŵ 

観ή入込客数 
2,487 千人/࠰ 

Ტ࠯成  度Უ࠰27

1,909 千人/࠰ 

Ტˋ和  度Უ࠰5

新型コロȊƴǑǓ

大ƖƘ落ƪ込ǈŴ現

在回復段階ưƢŵ 

ȐȪアȕȪȸ 

車両Ө数 

10 Ө 

Ტ࠯成  度Უ࠰27

29 Ө 

Ტˋ和Ჯ࠰度Უ 

国Ʒ補助制度ƴǑ

ǓȐȪアȕȪȸ対

応車両ǁƷ更新ƕ

進ǈǇƠƨŵ 

公共交通関連 

教室開催件数 

4 回 

Ტ࠯成  度Უ࠰27

3 回 

Ტˋ和  度Უ࠰5

新型コロȊƴǑǓ

休ഥƠƯいƨǇƠ

ƕŴ再開ƠǇƠƨŵ 

糸魚川駅～新潟駅間Ʒ 

公共交通最短所要時間 

鉄ᢊ 

Წ時間21 Ў 

Ტ࠯成  度Უ࠰27

鉄ᢊ 

Წ時間31 Ў 

Ტˋ和Ჯ࠰度Უ 

鉄ᢊƷ乗ዒ利便性

ƕ維持ƞǕƯƓǓŴ

Ǆǅ変҄あǓǇƤ

ǜŵ 

公共交通Ʒ利用者数 
1,127 千人/࠰ 

Ტ࠯成  度Უ࠰27

923 千人/࠰ 

Ტˋ和  度Უ࠰5

新型コロȊƴǑǓ

大ƖƘ落ƪ込ǈŴ現

在回復中ưƢŵ 

 

  

成果指標Ხ 路線Ȑǹ利用率 

策定当時 目標値 現在 ᢋ成率 考察 

10.2 
回/࠰ȷ人 

9.4 
回/࠰ȷ人 

8.2 
回/࠰ȷ人 87％ 

新駅開業ƴǑǔ鉄ᢊ利便

性向ɥやݱ中高校生Ʒ減

少ƳƲƴǑǓŴ減少傾向

ƕዒዓƠƯいǇƢŵ 
Ტ࠯成27࠰度Უ  Ტ̀ 和5࠰度Უ 

成果指標Ჯ 路線Ȑǹ等運行ƴ̞ǔ市負担᫇ 

策定当時 目標値 現在 ᢋ成率 考察 

145,374 
千ό/࠰ 

116,000 
千ό/࠰ 

165,523 
千ό/42％- ࠰ 

路線ȐǹƷ見直ƠƴǑ

ǓŴ前࠰ǑǓ減少Ƣǔ࠰

度ǋあǓǇƠƨƕŴ燃料

や車両更新ƳƲƴǑǓ増

加傾向ƕዓいƯいǇƢŵ 
Ტ࠯成27࠰度Უ  Ტ̀ 和5࠰度Უ 
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ᲢᲯᲣ前計画Ʒ総括 

前計画Ʒ総括ƸŴഏƷƱƓǓưƢŵ 

 

ȷ計画ƴ記載Ơƨʙ業Ʒ多ƘƸ完結ƠƳいዒዓʙ業ưあǓŴ今後ǋʙ業Ǜ実施

ƠƯいƘ必要ƕあǓǇƢŵ 

ȷ記載ƞǕƨ多ƘƷʙ業ƴӕ組ǈǇƠƨƕŴ指標ƱƠƯ数値҄ƠƨᨥƴƸあǇ

Ǔ改善ƠƯいƳい数値ǋ見ǒǕǇƠƨŵƜǕƸŴʙ業Ʒ中ư指標ƴ直結Ƣǔ

即効性Ʒあǔʙ業や間接的ƴ影響Ƣǔʙ業ƳƲƕあǔƨǊƱ考えǒǕǇƢŵ 

ȷ前計画Ǜ振Ǔ返Ƭƨ結果ŴǇƩ目指Ƣ姿ƴƸ到ᢋƠƯいƳいƜƱƔǒŴ今後

ǋ目指Ƣ姿ƴ近ƮƘӕ組ǈǛዒዓƢǔ必要ƕあǔƱ考えǇƢŵ 
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㕴 課題 

 

公共交通Ʒ課᫆ƸŴ様々Ƴ要因ƕ複雑ƴ関わƬƯいǇすŵ課᫆Ǜ整理すǔƜ

ƱưŴ取組ǉǂƖ方向性Ǜ整理しǇすŵ 

 

ᲢᲫᲣ課᫆Ʒ分類 

移動ƴ関連すǔ課᫆Ǜ以ㄦƷƱƓǓ分類化しǇすŵ 

 

人口の減少や年齢構成の変化に伴う課題 

ヷ運転手Ʒ高齢化Ŵ人手不足ƴǑǔㅙ業Ʒ縮ݱ       

ヷ人口減少ƴǑǔ公共交通利用者Ʒ減少ƴǑǓㅙ業ዒዓƕ困難 

ヷ高齢化や免許返納ƴǑǓ移動ưƖƳくƳǔ交通弱者Ʒ増加 ƳƲ 

 

 

公共交通網の維持確保に関す׊課題 

  ヷ限ǒǕた運転手ƴǑǔ効率的Ƴ運行ƴ迫ǒǕƯいǔ 

ヷ人口Ʒ少Ƴい地区ƴƓけǔ移動手段Ʒ確保ƕ困難 

ヷ公共交通ǁƷࠊ民Ʒ関心Ʊ理解Ǜ深ǊƯǋǒう取組ǈƷ不足  

ヷ観光Ǜ目的Ʊしたㅚ次交通Ʒ確保ƕ進ǜưいƳい    ƳƲ 

 

 

社会の変化にׇ׊課題 

  ヷ物価や人件費Ʒ高騰ƴǑǔ経費増加Ʊ行政負担Ʒ増加 

ヷDXƴǑǔ業務Ʒ効率化Ʊ情報発信ƕ遅ǕƯいǔ 

ヷGXǛ意識した環境負荷Ǜ低減ƞせǔ取組ǈƷ不足  ƳƲ 

 

 

 

エžDXſƸŴデǸタルトランǹフǩヸメヸǷョンƷ略ŵデǸタル技術Ǜ用いƯǑǓ良い

ǋƷǁ変革ƞせǔƜƱ 

 エžGXſƸŴǰリヸントランǹフǩヸメヸǷョンƷ略ŵ化石燃料ƔǒǯリヸンƳǨネ

ルǮヸǛ中心Ʊすǔ産業構造ƴ転換すǔ取組ǈ 
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ᲢᲬᲣ取Ǔ組ǉǂƖ課᫆ 

人口減少や少子高齢化ƳƲ他Ʒ計画Ʊ総合的ƴ取Ǔ組ǉǂƖ課᫆ǋあǔƜ

ƱƔǒŴ本計画ƴƓいƯ取Ǔ組ǉǂƖ課᫆Ǜ以ㄦƷƱƓǓ設定しǇすŵ 

 

課題㕱 公共交通ב支え׊人材の減少 
 

  公共交通ב支え׊運転手の減少֧高齢化が進֦גお׉ますՓ 
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70 代 
70 代 

Ჰ0 代 
Ჰ0 代 

Ჯ0代 

Ჯ0 代 

→年齢層ỉ偏ụỊẆ急激ễ運転手不足ỉ要因ểễụますẇ 

40代 

30代 

30代 

40代 

20代 

バǹ運転手 年齢構成 タǯǷヸ運転手 年齢構成 

→運転手ỉ減少ỊẆ交通サービスỉ低下Ệ直結しますẇ 

࠙出展：糸魚川市独自調査ࠚ 

路線バǹƷ運行ƴ必要Ƴ運転手Ʒ充足率 

運転手が不足 

充足率㸦％㸧 

運行状況Ɣǒ必要ƱƞǕǔ運転手Ʒ人数 
100 

80 

50 

90 

70 

60 

不足 

充足 

運転手

Ʒ確保

状況 
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課題㕲 公共交通利用者の減少 
 

 人口減少֧少子化Ւマイカーの普及にׇ׉Ւ公共交通利用者の減少
が続い֥いますՓ 
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路線バǹƷ利用者数Ʊ補助金᫇ 

→利用者ỉ減少ỆよụẆ行政負担が増加しềいますẇ 

人 千円 

利用者数 

行政負担額 

㸦補助金額㸧 

࠙出展：運転免許統計ࠚ 

推定 

H30 

712 千人 

→免許返納件数 8,611件 

高齢者人口Ʊ公共交通Ǜ必要Ʊすǔ人数Ტ新潟県Უ 

→免許返納件数 7,446件 

R4 

716 千人 
298 千人 

269 千人 

࠙出展：生活交通確保対策事業補助金資料ࠚ 

→公共交通を必要ểすỦ高齢者ỊẆ一定数存在しますẇ 

公共交通が 

必要ễ方 

免許所有者 
免許所有者 

公共交通が 

必要ễ方 
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課題㕳 社会に合った交通手段の確保 
 

 多様化す׊ニーズや高齢者への対応が求め֥׋׈いますՓ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

第２章 地域公共交通の現状 

公共交通ǁƷ主ƳƝ意見 

目的地 自宅 

ȷ荷物ǛǋƬƯ歩けƳい 

ȷ自宅近くư乗Ǔ降Ǔしたい 

⍁自宅からバス停・駅⍂ 

ȷ段差ƕ負担 

⍁バス停・駅⍂ 
ȷ暑ƞȷ寒ƞƕƭǒい

対策 

ȷ乗Ǔ方ƕ分ƔǒƳい 

ȷ乗Ǔ降Ǔƕ負担 

ȷ便数ƕ少Ƴい 

ȷ交通系 ICǫȸȉƕ使えƳい 

⍁バス・鉄道⍂ 

ȷ目的地Ǉư直通Ʒ移動手段ƕ欲しい 

ȷ運賃ƕ高い 

⍁全般⍂ 

→移動Ệ関すỦお困ụごểや求ỜỦờỉỊ多種多様Ểすẇ 

→中山間地域ỉ高齢化ỊẆ特Ệ高い傾向Ểすẇ 

高齢化率Ʒࠊ内分ࠋ 

࠙出展：都市構造可視化計画ࠚ 

○○駅 ○○駅 

高齢化率Ʒ 

高いǨȪア 

バス停・駅 バス停・駅 

࠙出展：市独自調査㸦利用者アンケート㸧࡝࡞  ࠚ
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課題㕴 時代に合ったハード面の更新 
 

 高齢化やDXב意識した車両や設備の更新が必要֦すՓ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 路線バǹ タǯǷヸ 

環境ƴ配慮した

車両ݰ入 

Ტ電気バǹƳƲᲣ 

0％ 0％ 

軽油 90％ŴǬソリン 10％ LPG87％ŴǬソリン 13％ 

ǭャッǷュレǹ 

対応 

Ც％ 90％ 

- ペイペイŴ翠ペイ 

バリアフリヸ 

対応 

64％ 36％ 

ノンǹテップ車両ƳƲ ユニバヸǵルデǶイン車両 

 

 

 

第２章 地域公共交通の現状 

→利用者ỉ利便性を考慮した設備更新が必要Ểすẇ 

→長期間ỉ使用ỆよụẆ突発的ễ故障や修繕が増えềいますẇ 

バǹ車両Ʒ稼働年数 

11～20 年未満 

20 年以ㄥ 

10 年以ㄦ 

車両Ʒ設備等 

Ტ13 台Უ 

Ტ11 台Უ 

Ტ4 台Უ 

࠙出展：生活交通確保対策事業補助金資料ࠚ 
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第３章 地域公共交通計画の基本的な考え方 

 

１ 目指す姿 ӡ基本方針Ӣ 
 

こǕまư整理しƨ現状Ʒ公共交通網Ʊ課題ƔǒŴǑǓǑい公共交通網を将来ƴ

向けƯ構築しƯいくƨǊƴŴ本計画ƴƓいƯž糸魚川市Ʒ公共交通ƴƓけǔ将来

像ſやž目標ſƳƲを以下ƷƱƓǓƱしますŵ 

 

 

目指す姿 

 

 

 

 

こちǒƸŴ網計画Ɣǒ引Ɩ続Ɩ目指す姿ƱしƯ設定しますŵまƨŴƦƷ趣旨

Ƹ以下ƷƱƓǓƱしŴ課題解決ƴ向けƨ基本方針Ʊいƨしますŵ 

 

基本方針 ӡ目指す姿の趣旨Ӣ 
市民Ŵ交通事業者Ŵ市ƦǕƧǕƕƦǕƧǕƷ立場ư行動しŴ様々Ƴ社会Ʒ変化

ƴƓいƯǋŴ糸魚川市Ʒ市民生活Ʊ共ƴ観光や定住Ŵ経済を下支えすǔこƱƕ

ưƖǔ公共交通網Ʒ構築を目指しますŵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 地域公共交通計画の基本的な考え方 

市民、交通事業者、市が協働し、地域の
実情␃即した持続可能␂地域交通 
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２ 目標 

 

着実ƴ目指す姿ƴ近ƮけるようƴŴ具体的Ƴ３ƭの目標を設定しますŵ 

 

 

 

 

 

 

 

市民生活や観光⌊定住⌊経済を下支えす␣こと⏤⏿⏥␣公
共交通網を構築し␖す⌋ 

 

 

 

 

 

 

 

糸魚川市␃適した新た␂移動手段等␃␠␢⌊公共交通網
␆補完と充実を図␢␖す⌋ 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通を利用す␣␖た␇公共交通␃関わ␣市民を増や
し⌊住民自␡⏤⏢⏿⏣け⏿⏥␣環境を積極的␃確保し⏾い
け␣環境を整備し␖す⌋ 

 

第３章 地域公共交通計画の基本的な考え方 

目標⎜ 持続可能␂公共交通網␆構築 

目標⎝ 
新た␂取組␗␃␠␣ 

公共交通␆補完と充実 

目標⎞ 
住民⌊事業者⌊行政␆ 

役割分担␃␠␣公共交通␆維持 
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３ 計画の体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針 

取組方針 

課題 

市民Ւ交通事業者Ւ市֋協働しՒ 
地域の実情֪即し֞持続可能֩地域交通 

市民Ւ交通事業者Ւ市֜׋֝׋֋֜׋֝׋の立場֦行動しՒ様々֩
社会の変化֪おいׁ֥Ւ糸魚川市の市民生活֧共֪観光や定住Ւ経
済を下支えす׊こ֧֋֦֌׊公共交通網の構築を目指しֽすՓ 

目指す姿 

目標 

持続可能֩ 

交通網の構築 

新֞֩取組׊ׇ֪־ 

公共交通の補完֧充実 

住民Ւ事業者Ւ行政の 

役割分担ׇ֪׊ 

公共交通の維持 

DX等の推進 

 ׊ׇ֪

利便性向上 

既存交通の 

効率化֧見直し 

新֞֩移動 

手段の検討֧ 

導入 

市民の交通֪ 

対す׊意識 

市民と 

公共交通の 

関わ׉ 

公共交通網の 

継続性 

新た֩ 

取組みへの 

チャレンジ 

指標 

求׊׋׈׀公共交通像 

具体化 

数値化 

第３章 地域公共交通計画の基本的֩考え方 

進捗・達成度 

時代֪合っ֞ 

ハード面の 

更新 

社会֪合っ֞ 

交通手段の 

確保 

公共交通 

利用者の 

減少 

公共交通を 

支え׊人材の 

減少 

公共交通を 

支え׊人材の 

育成֧確保 
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第４章 具体的な取組み 

 

１ 指標 

 

目指Ƣ姿ƴ向け各事業を進ǊǔこƱưŴ目指Ƣ姿ƴƲこǇư近ƮいƯいǔƔ

を確認ƢǔƨǊƴ以ɦƷ指標を設定しǇƢŵ 

 

 

 

 

 

 

市民Ʒǋƭ公共交通Ʒイメージを確認ƢǔƨǊŴ総合計画ƕ適宜行うアン 

ケート結果を引用し確認しǇƢŵ 

 

ᲢᲫᲣ設定Ƣǔ具体的Ƴ数値 

   Ძ-1 公共交通ƴƭいƯƷ重要度 

Ძ-2 公共交通ƴƭいƯƷ満足度 

 

ᲢᲬᲣ設定Ƣǔ目標数値 

アンケート結果Ʒ数値ưあǓŴ他Ʒ施策Ʊ相対的ƴ採点さǕǔこƱƔǒŴ現

状数値ǑǓ改善ƢǔこƱを目標ƴƦǕƧǕ設定しǇƢŵ 

 

 指標 現状 目標 

1 公共交通ƴƭいƯƷ

重要度 

1.26 

Ტ総合計画アンケート結果ǑǓᲣ 

1.26 

現状Ʒ数値ǑǓ改善 

算出方法：総合計画Ʒアンケートを引用 

2 公共交通ƴƭいƯƷ

満足度 

-0.70 

Ტ総合計画アンケート結果ǑǓᲣ 

-0.70 

現状Ʒ数値ǑǓ改善 

算出方法：総合計画Ʒアンケートを引用 

 

※総合計画 市民アンケート 

 総合計画Ʒ改訂前ƴ各施策ƴƭいƯ重要度Ŵ満足度等を伺うアンケートŵ 

 数値ƸŴᲪを基準ƴ-Წ～＋ᲬƷ範囲ư施策を評価採点いƨƩいƯいǇƢŵ 

 

第４章 具体的な取組み 

指標⎜ 市民の交通␃対す␣意識 
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将来ƴわƨƬƯ公共交通網を維持ዒዓưƖǔƔを行政Ʒ負担額Ʊ糸魚川市

Ʒ人口Ɣǒ算出しƨ指標ư確認しǇƢŵ 

 

ᲢᲫᲣ設定Ƣǔ具体的Ƴ数値 

Წ-1 市決算ƴƓけǔ人口Ძ人あƨǓƷ交通関連支出Ʒ負担額 

 

ᲢᲬᲣ設定Ƣǔ目標数値 

公共交通Ʒ維持ዒዓをƢǔƨǊƴŴ1人あƨǓƷ負担額を一定程度ƴ抑えǔ

こƱǋ必要ưあǔƕŴ社会Ʒ変化ƴ対応ƢǔƨǊƴ増強Ƣǔ必要ǋ起こǓ得ǔ

こƱƔǒŴ現状ǑǓǋ改善ƢǔこƱを目標ƴ設定しǇƢŵ 

 

 指標 現状 目標 

1 市決算ƴƓけǔ 

人口Ძ人あƨǓƷ交

通関連支出Ʒ負担額 

8,816 円 

ᲢR5実績ƔǒᲣ 

8,816 円 

現状Ʒ数値ǑǓ改善 

算出方法：決算Ɣǒ交通関連Ʒ金額を合計しŴ人口ư割ǔこƱư算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標⎝ 公共交通網の継続性 

第４章 具体的な取組み 
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現状Ʒ体制ƴƱǒわǕƣŴǑǓ良い交通網へƷ変化をうƳƕƢこƱを目標 

ƴチャレンジしƯいƖǇƢŵ 

 

ᲢᲫᲣ設定Ƣǔ具体的Ƴ数値 

   Ჭ-1実証実験Ʒ回数及び新ƨƳ取組ǈを実装しƨ数  

 

ᲢᲬᲣ設定Ƣǔ目標数値 

ǑǓ良い公共交通網を目指しŴ現状維持ƴ満足Ƥƣ積極的ƴ新ƨƳ取組ǈを

行うǑうƴ設定しǇƢŵ 

 

 指標 現状 目標 

1 実証実験Ʒ回数及び 

新ƨƳ取組ǈを実装し

ƨ数 

Ძ回/年 

ᲢR5実績ƔǒᲣ 
Ძ回/年以ɥ 

算出方法：公共交通ƴ関連しƨ実証実験や新ƨƳ取組ǈƷ合計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標⎞ 新た␂取組みへのチャレンジ 

第４章 具体的な取組み 
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移動Ʒ主流ƕマイカーưあƬƯǋŴ機会をǈƭけ公共交通を選択しŴ利用し

ƯいƨƩいƯいǔƔを利用者数Ɣǒ把握しǇƢŵ 

 

ᲢᲫᲣ設定Ƣǔ具体的Ƴ数値 

   Ხ-1 市人口ƷうƪŴ公共交通を利用しƯいǔ割合  

 

ᲢᲬᲣ設定Ƣǔ目標数値 

公共交通Ʒ利用を意識的ƴ増やしƯいくこƱƕŴ交通事業者Ʒ収支改善ƴ大

Ɩく影響ƢǔこƱƔǒŴ 

 

 指標 現状 目標 

1 市人口ƷうƪŴ公共交通

を利用しƯいǔ割合 

6.5% 

ᲢR5実績ƔǒᲣ 

6.5％ 

現状Ʒ数値ǑǓ改善 

算出方法：各交通Ʒ 1日あƨǓƷ利用人数Ʒ合計を市人口ư割Ǔ算出 

 

指標⎟ 市民と公共交通との関わ␢ 

第４章 具体的な取組み 
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２ 取組方針 

 

こǕǇưƴ整理しƨ課題Ʊ目標ƴ基ƮƖŴ目指す姿ƴ近ƮくƨǊƷ取組方針

を以ɦƷƱƓǓ設定しǇすŵ 

本計ဒƴƓいƯƸŴ取組ǉǂƖ方向性を記しŴǑǓ具体的Ƴ事業内容や実施

時期ƴƭいƯƸŴǢクションプȩンƴ記載しǇすŵ 

 

 

 

 

 

ᲢᲫᲣ解消すǂƖ課題 

ȷ課題Ძ 公共交通を支えǔ人材Ʒ減少 

ȷ課題Ჭ 社会ƴ合Ƭƨ交通手段Ʒ確保 

 

ᲢᲬᲣ取組ǈƷ概要 

ȷ事業者Ʒѐ力ƩけưƸ人材確保ƕ厳しい状況ƱƳƬƯいǔこƱƔ 

ǒŴ事業者Ʊ行政ƕ連携し必要Ƴ人材確保ƴѐǊǇすŵ 

ȷ昨今Ŵ人件費や燃料ƳƲ社会全体ư物価ƕɥ昇しƯいǔこƱƔǒŴ 

人材確保を含Ǌƨ必要Ƴ運賃Ʒ見直し等を検討しǇすŵ 

ȷ˂業種や類似業種同士ưƷ効率҄や連携Ʒ可能性ƴƭいƯŴ情報を 

共有し検討しǇすŵ 

 

ᲢᲭᲣ参考事例 

   ○再就職先や移˰者Ʒ就職先ƴ運転手ƕ選ƹǕǔǑうƳ支援策 

    例 新潟県˱渡市Ŵ新潟交通˱渡(株)ƴǑǔ 

      ž路線Ȑǹ運転士緊急確保事業補я金ſ 

      ȷ職場見学や面接旅費Ʒ支援 

      ȷ大型Წ種免許取得ƷƨǊƷ経費Ŵ旅費支援 

      ȷ就業時Ʒ支度金Ŵ˰宅確保Ʒ支援 

 

○中学生Ŵ高校生ǁƷキャȪǢ教育 

    例 糸魚川市教育委員会 žキャȪǢフェǹテǣȐȫſ 

      職業観Ʒ醸成Ʊ糸魚川市ưƷ具体的Ƴˁ事を学ぶこƱư糸魚川 

市内ưƷ就職を選択肢ƱしƯ持ƬƯǋǒうŵ   

第４章 具体的な取組み 

取組方針 

⎜ 

公共交通を支える 

人材の育成と確保 
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ᲢᲫᲣ解消すǂƖ課題 

ȷ課題Ძ 公共交通を支えǔ人材Ʒ減少 

ȷ課題Წ 公共交通利用者Ʒ減少 

ȷ課題Ჭ 社会ƴ合Ƭƨ交通手段Ʒ確保 

 

Ტ2Უ取組ǈƷ概要 

ȷ生活ǤンフȩƷ側面ƔǒŴ公共交通を必要Ʊすǔ方ƕ利用ưƖǔ 

環境を整備しŴ交通網ƱしƯ一体的ƴ持続すǔǑうѐǊǇすŵ 

ȷ通学Ŵ通勤Ŵ通院Ʒ足ƱしƯƷ公共交通を最優先ƴ確保しƭƭŴ 

利用状況や地域Ʒ状況を踏Ǉえ効率性等Ʒ視点Ɣǒǋ交通網Ტサ 

ȸビǹ水準Უを整理しǇすŵ 

ȷ҅陸新幹線Ʒ大阪延伸や新潟市ǁƷ交通手段ƳƲ広域Ʒ移動ƴ 

ƭいƯǋŴそƷ必要性Ʊ重要性を踏Ǉえ確保ƴѐǊƯいƖǇすŵ 

ȷ学校統廃合ƴǑǔ通学手段Ʒ検討時ƳƲƷǇƪƮくǓƴ関わǔ人 

Ʒ動ƖƷ変҄ƷᨥƴƸŴ積極的Ƴ公共交通Ʒ利用を̟すǑう関̞ 

者Ʊ調整し限ǒǕƨ公共交通資源Ʒ効率的運用ƴѐǊǇすŵ 

 

ᲢᲭᲣ参考事例 

   ○運行Ʒ見直し基準Ŵサȸビǹ水準Ʒ設定 

例 糸魚川市地域公共交通再編実施計ဒ 

      一定Ʒ基準を設けƯŴ見直しƷ必要性を分ƔǓやすく共有ŵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第４章 具体的な取組み 

取組方針 

⎝ 
既存交通の効率化と見直し 

路線バス根知線の事例 
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ᲢᲫᲣ解消すǂƖ課題 

ȷ課題Წ 公共交通利用者Ʒ減少 

ȷ課題Ჭ 社会ƴ合Ƭƨ交通手段Ʒ確保 

ȷ課題Ხ 時代ƴ合Ƭƨȏȸȉ面Ʒ更新 

 

ᲢᲬᲣ取組ǈƷ概要 

ȷȏȸȉᲢ車両ƳƲᲣȷソフȈᲢ運行方法ƳƲᲣ両面Ɣǒ社会Ʒニȸ 

Ǻƴ合うǑうƴ適宜更新しƯいƖǇすŵ 

ȷ高齢者やᨦ害者ƳƲあǒゆǔ利用者ƴやさしい車両ƷȐȪǢフȪȸ 

҄等ǋ交通事業者Ʊ協力し進ǊǇすŵ 

 

ᲢᲭᲣ参考事例 

 ○キャッシュȬǹ決済Ʒ導入 

  例．頸城自動車 県内高速ȐǹƷキャッシュȬǹ҄ 

    キャッシュȬǹ決済導入ƴǑǓŴ利用者Ʒ利便性向ɥŵ 

 

 

   

 

  

第４章 具体的な取組み 

DX等の推進␃よる利便性向上 
取組方針 

⎞ 
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ᲢᲫᲣ解消すǂƖ課題 

ȷ課題Ძ 公共交通を支えǔ人材Ʒ減少 

ȷ課題Ჭ 社会ƴ合Ƭƨ交通手段Ʒ確保 

ȷ課題Ხ 時代ƴ合Ƭƨȏȸȉ面Ʒ更新 

 

ᲢᲬᲣ取組ǈƷ概要 

ȷ課題克服ƷƨǊƴŴ糸魚川市ƴ適しƨᲢǇƨƸ各地域ƴ適しƨᲣ 

 新ƨƳサȸビǹや移動手段を検討しŴǑǓ実情ƴ合Ƭƨ˰民ƴ 

必要ƱさǕǔ移動手段Ʒ確保ƴѐǊǇすŵ 

ȷ˰民ƕŴ消費Ტ交通サȸビǹ利用Უ者側ƩけưƸƳく供給Ტ交通 

サȸビǹ提供Უ者側ƱしƯǋ公共交通ƴ関わǔˁ掛けを行いŴ関 

心を高Ǌ自ǒƷƓưƔけを自ǒƕ守ƬƯいけǔ体系Ʒ構築を目指 

しǇすŵ 

 

ᲢᲭᲣ参考事例 

  ○˰民Ʒ運転すǔマǤカȸを活用しƨ乗合サȸビǹ 

例．富山県朝日ထ Ȏッカȫ 

  移動ƴ困ƬƯいǔ方をマǤカȸ移動しƯいǔ方ƴ同乗させƯ 

ǋǒいŴ移動手段を˰民同士Ʒяけ合いư補うŵ 

 

 

 

 

 

 

 

  ○自動運転Ʒ実験Ʊ導入 

  例．福井県永平寺ထ  

    鉄道Ʒ廃線をƖƬƔけƴ移動手段確保ƷƨǊƴ実証実験を 

開始しŴ現在国内最先端Ʒ自動運転ȬベȫᲮư運行中ŵ 

 

第４章 具体的な取組み 

取組方針 

⎟ 

新た␂移動手段の検討と導入 

-31-



 

３ 各交通モードにおける取組方針 

 

既存Ʒ各交通モȸドƴƭいƯŴ以ɦƷƱƓǓ整理ƠǇすŵ 

 

 

  ᾀ 鉄道                                         

ᲢᲫᲣ公共交通ƴƓƚǔ役割 

   鉄ᢊƷ有すǔ大᣽輸送ȷ定時性ȷ速ᢋ性ȷ広域性ǛふǇえŴ鉄ᢊưƷ 

移動Ǜž幹線ſƴ位置付ƚŴ移動Ʒ軸ƱƠƯ維持確保Ǜ行いǇすŵ 

 

ᲢᲬᲣ課題Ʊ取組方針 

҅陸新幹線 

Ტ課題Უ 

ȷ糸魚川駅ưƷ乗降者数Ʒ増加 

ȷ停車ஜ数Ʒ確保 ƳƲ 

 

Ტ取組方針Უ 

関東Ŵ関西ǛƭƳƗŴ市内経済や交流ƴ大

ƖƳ役割Ǜ持ƭ公共交通ƱƠƯŴ糸魚川

駅Ʒ利用促進や停車ஜ数Ʒ確保ƳƲǛ取

組ǈǇすŵ 

日ஜ海ひすいȩǤン 

Ტ課題Უ 

ȷ利用者Ʒ減少 

ȷ運行ዒዓƷたǊƷ経営Ʒ安定҄ ƳƲ 

 

Ტ取組方針Უ 

通学通勤や通院ƳƲ市民生活ƴ欠ƔせƳ

い公共交通ƱƠƯŴ将来ƴわたƬƯ運行

Ǜ行ƬƯいƚǔǑうƴ安定経営ƴ向ƚた

支援や利用促進等Ǜ沿線自治体Ʊ共ƴ取

組ǈǇすŵ 

大糸線 

Ტ課題Უ 

ȷ利用者Ʒ減少 ƳƲ 

 

Ტ取組方針Უ 

長᣼県ƱƭƳƕǔ生活Ŵ観光Ʒ利用ƕ見

込Ǌǔ公共交通ƱƠƯŴ生活Ʊ観光両面

ƔǒƷ利用促進Ǜ取組ǈǇすŵ 
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  ᾁ バス                                         

ᲢᲫᲣ公共交通ƴƓƚǔ役割 

   鉄ᢊưƸ移動ưƖƳい部ЎǛ補いŴ市民Ʒ足ƱƠƯǑǓ生活ƴ密着 

  ƠƯいǔこƱƔǒŴバǹǛž支線ſƴ位置付ƚŴ維持確保Ʊ共ƴ現状 

  ƴ合Ƭた見直ƠǛ進ǊǇすŵ 

 

ᲢᲬᲣ課題Ʊ取組方針 

県内高速バǹ 

Ტ課題Უ 

ȷ利用者Ʒ減少 

ȷ行政負担Ʒ増加 ƳƲ 

 

Ტ取組方針Უ 

県庁所在地ưあǔ新潟市Ǜ直通ư結ǜư

いǔ唯一Ʒ公共交通ƱƠƯŴ利用促進や

利用者Ʒ利便性向ɥƳƲǛ取組ǈǇすŵ 

労災線 

Ტ課題Უ 

ȷ運転手不足 

ȷ利用者Ʒ減少 

ȷ行政負担Ʒ増加 ƳƲ 

 

Ტ取組方針Უ 

市民Ʒ足ƱƠƯ市内運行ƠŴ観光ưƷ利

用ǋ可能Ƴ生活路線ƱƠƯŴ利用促進Ʊ

共ƴ運行Ǜ維持ዒዓすǔたǊƷ運転手確

保や車両更新へƷ支援Ŵ利便性Ʊ効率性

Ǜ踏Ǉえた運行ƳƲǛ取組ǈǇすŵ 

市内路線バǹ 

あƞひǇちバǹ 

市振線 

Ტ課題Უ 

ȷ利用者Ʒ増加 

ȷ路線Ʒ維持  ƳƲ 

 

Ტ取組方針Უ 

市振地区Ʊ朝日町ǛƭƳƙ生活路線ƱƠ

ƯŴ利用促進や路線Ʒ維持ƳƲǛ取組ǈ

Ǉすŵ 
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  ᾂ コミュニティバスὉ乗合タクシὊ                          

ᲢᲫᲣ公共交通ƴƓƚǔ役割 

   路線バǹƕ運行ƠƯいƳい地区Ʒ通院や買い物ƳƲƷ生活ƴ欠ƔせƳ 

い移動手段ƱƠƯバǹ同様ƴž支線ſƴ位置付ƚŴ生活路線ƱƠƯ必要 

Ƴ運行Ǜ確保ƠǇすŵ 

 

ᲢᲬᲣ課題Ʊ取組方針 

   利用者数Ʒ増加Ŵ路線Ʒ必要性Ʊ手法Ʒ検討 ƳƲ 

コミュニテǣバǹ 

能生地域 3路線 

青海地域 Წ路線 

Ტ課題Უ 

ヷ少人数Ǜ対象ƱƠた際Ʒ適ЏƳ移動手

段Ʒ選定 

ヷ路線Ʒ維持確保 ƳƲ 

 

Ტ取組方針Უ 

多ƘƷ方ƕ乗合い利用すǔこƱƕ難Ơい

こƱƔǒŴ路線Ʒ必要性Ǜ確認ƠƳƕǒŴ

運行手法Ʒ検討や利便性向ㄥƴ取Ǔ組ǈ

Ǉすŵ 

乗合タǯシヸ 

早川地域 5路線 

 滝地域 3路線ݱ
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  ᾃ タクシὊὉ福祉タクシὊ                              

ᲢᲫᲣ公共交通ƴƓƚǔ役割 

   生活Ʊ観光Ʒ両面ư移動Ơたい時間や場所ƳƲ個別ƷニヸǺƴ対応 

  ưƖǔ柔軟Ƴ移動手段ƱƠƯž公共交通ƷЏǓ஝ſƴ位置付ƚŴいƟ 

  Ʊいう時ƴ利用ƕưƖǔǑうƴ体制Ǜ確保ƠǇすŵ 

 

ᲢᲬᲣ課題Ʊ取組方針 

タǯシヸ 

Ტ課題Უ 

ヷ運転手不足 

ヷLPGǹタンドƷ減少 

 

Ტ取組方針Უ 

様々Ƴ場面ư活躍ưƖǔ移動手段ưあǔ

こƱƔǒŴ将来ƴわたƬƯ維持ƠƯいƘ

たǊƴ必要Ƴ運転手確保や車両Ʒ更新ƴ

取Ǔ組ǈǇすŵ 

福祉タǯシヸ 

Ტ課題Უ 

ヷ運転手不足 

ヷ対応ưƖǔ車両Ʒ確保 

 

Ტ取組方針Უ 

需要Ʒ高ǇǓƴ対応ưƖǔǑうƴŴ必要

Ƴ運転手確保や車両確保ƴ取Ǔ組ǈǇ

すŵ 
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 ᾄ 新たな移動手段                                  

ᲢᲫᲣ公共交通ƴƓƚǔ役割 

   ȞǤカȸǛ活用ƠたžȩǤドシェǢſや移動ƴ新たƳ価値Ǜ付加すǔ 

žǰȪȸンǹロȸモビȪテǣſƳƲŴ新たƳ技術や手法ƴƭいƯ見識Ǜ 

深ǊŴ糸魚川市Ʒ公共交通網Ǜ支えǔ手段ƱƠƯ糸魚川市ƴ合う手法Ǜ 

検討Ơݰ入Ǜ進ǊǇすŵ 

 

ᲢᲬᲣ課題Ʊ取組ǈ方針 

新たƳ移動手段 

Ტ課題Უ 

ȷ利用者ニȸǺƱ既存交通ƱƷȟǹȞッ 

 チ 

ȷ免許返納後Ʒ移動手段確保 ƳƲ 

 

Ტ取組方針Უ 

様々Ƴ課題ƴ対ƠƯŴ解決ƴƭƳƕǔ手

法ƴƭいƯ検討Ǜ進ǊŴ高齢者や中山間

地ƳƲƴ適Ơた手法Ǜ選定すǔƱƱǋ

ƴŴ担い手Ʒ確保ƳƲǛ取Ǔ組ǈǇすŵ 
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取組方針␆␖␀め 

・既存␆公共交通␃おい⏾␇⌊運転手␆不足␃␠␢運 

行␆縮小␇避け␡␤␂い状況⏿す⌋ 
・運転手確保␀共␃⌊現在␆運転手人数⏿⏿⏥␣効率 

的␂運行␃見直し␖す⌋ 
・DXや地域␆共助␃␠␣移動手段␆確保␂␁⌊工夫 

や新しい取組␗␃␠␢⌊市民⏤満足⏿⏥␣公共交通を 

確保し␖す⌋ 
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第５章 将来の公共交通網 

 

１ 現在と将来の交通網 

 

これまでに整理した現状の公共交通網と課題から、その先の将来の交通網を

イメージすると以下のとおりです。 

 

【現在の交通網イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の交通網の特徴 

・運転手、車両ともにできる範囲で最大の運行を行うことで今の交通網

を維持（運転手減少で負担が増加）。 

・人口の減少、こどもの減少により 公共交通の利用者は減少傾向。 

 高齢者もできる限り運転免許を保有し、自由な移動手段を確保。 

・生活に必要なおでかけ（通院や買い物など）について、中山間はもと

より市街地においても支障が生じ始めている（バス停まで行けない、

荷物をもって歩けないなど）。 

 

第５章 将来の公共交通網 

路線バス 路線バス中心のエリア 

路線バス以外のエリア 
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本計画を進めることにより、目指す将来の交通網は以下のとおりです。 

 

【目指す将来の交通網イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す将来の交通網 の特徴 

・限りのある運転手、車両を効率よく運用し、乗合が効率的である路線

を中心に維持確保を図ります。 

・利用の少ない路線等については、乗合による非効率も踏まえた運行区

間や便数の見直し、共助による移動手段確保など適切な手法による交

通網の維持を目指します。 

・共助による移動手段確保は、より地区にあった運行を実現し、住み続

けられる地区につながる取り組みと考え、検討を進めます。 

路線バス 路線バス中心のエリア 

路線バス以外のエリア 共助ほか 

第５章 将来の公共交通網 
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第 6章 評価と進捗管理 

 

１ 評価の流れ 

 

計画ƴ記載さǕƨ内容の着実Ƴ実行Ʊ改善状況Ǜ把握しŴ公共交通協議会ư

確認しƯいくƨめƴ評価Ʊ進捗管理Ǜ行いǇすŵ 

 

ᲢᲫᲣ毎年行う評価Ʊ進捗管理 

設定しƨ指標Ʊ取Ǔ組ǜƩ事業ƴついƯ毎年実績Ǜ整理しŴ状況の確認Ʊ今

後の対応Ǜ協議会ư共有しǇすŵ 

年度前半：指標及び事業ƴついƯ状況Ǜ整理し 協議会ƴƯ共有 

年度後半：進捗状況等踏ǇえŴ次年度の取組ǈƴついƯ検討 

        改善が必要Ƴ指標ƱそǕƴ関連すǔ取組ǈƴついƯ分析 

 

 年度前半 年度後半 

内容 ・前年度評価作成 

・協議会へ前年度事業報告 

・協議会へ前年度評価報告 

・次年度事業検討 

 

 

 

ᲢᲬᲣ計画期間内ư行う計画の検証 

計画期間の中間年度Ტ令和 11年度Უƴ計画全体ƴついƯ検証Ǜ行いŴ計画

内容の追加・修正Ǜ行いǇすŵ 

 

 計画期間 前半ᲢR7～11Უ 計画期間 後半ᲢR12～16Უ 

内容 ᲢR10Უ 

・計画全体の進捗整理 

ᲢR11Უ 

・計画全体の進捗Ǜ 

協議会へ報告 

・計画の修正Ŵ追記Ǜ検討 

ᲢR15Უ 

・計画全体の進捗整理 

ᲢR16Უ 

・計画全体の進捗Ǜ 

協議会へ報告 

・次期計画へ反映 

 

 

 

 

第 6章 評価と進捗管理 

-40-
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